
焦　点
観光業界のキーワード

多
発
す
る
自
然
災
害
　

高まる危機管理の重要性

航
空
２
社
の
新
Ｉ
Ｉ
Ｔ
運
賃

旅行会社の対応の動き鈍く

五
輪
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

リピーターづくりの好機に

宿
泊
業
の
外
国
人
雇
用

機会拡大、選ばれる業種に

■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

■
自
然
災
害

■
新
Ｉ
Ｉ
Ｔ
運
賃

　

■
人
材
確
保


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２
０
１
９
年
も
地
震
や
台
風

な
ど
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が

相
次
い
だ
。
特
に
、
９
～

月

の
台
風

、

号
は
各
地
に
深

刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
深
い

爪
痕
を
残
し
た
。
今
も
懸
命
な

復
旧
・
復
興
作
業
が
続
け
ら
れ

て
い
る
。

　
自
然
災
害
は
毎
年
の
よ
う
に

起
こ
る
が
、
よ
り
深
刻
化
し
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
国
民

や
企
業
、
自
治
体
、
国
に
甚
大

な
経
済
的
、
財
政
的
損
失
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
観
光
面
で
も

同
様
だ
。
被
災
す
れ
ば
客
足
が

遠
の
く
ば
か
り
か
、
観
光
客
の

自
由
も
奪
う
。
外
国
人
を
含
め

た
観
光
客
へ
の
災
害
情
報
提
供

の
在
り
方
、
避
難
方
法
な
ど
ク

リ
ア
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

　
自
然
災
害
は
必
ず
起
き
る
と

の
前
提
で
、
危
機
管
理
体
制
を

構
築
す
べ
き
だ
。
日
本
観
光
振

興
協
会
の
久
保
成
人
理
事
長
は

「
事
前
・
事
後
の
行
動
計
画
を

あ
ら
か
じ
め
作
り
、
訓
練
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
痛
感

し
て
い
る
。
そ
の
際
、
地
域
住

民
は
も
と
よ
り
、
外
国
人
も
含

め
た
旅
行
者
の
こ
と
も
想
定
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
指
摘
す
る
。

　

年

月
、
山
梨
県
富
士
吉

田
市
で
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
時
に
外
国
人
を
含
め
た

観
光
客
の
避
難
方
法
を
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー
が
初
め
て
開
か
れ

た
。
こ
う
し
た
試
み
が
各
地
で

開
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

　
近
年
い
わ
れ
る
の
が
、
災
害

時
に
お
け
る
外
国
人
へ
の
対
応

を
ど
う
す
る
か
だ
。
安
心
し
て

旅
行
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
観

光
立
国
を
実
現
す
る
上
で
欠
か

せ
な
い
。

　
観
光
庁
が
監
修
し
て
い
る
訪

日
客
向
け
災
害
時
情
報
提
供
ア

プ
リ
「
Ｓ
ａ
ｆ
ｔ
ｙ
　
ｔ
ｉ
ｐ

ｓ
」
に
、
地
方
自
治
体
が
発
信

す
る
避
難
勧
告
な
ど
を
多
言
語

で
通
知
で
き
る
新
機
能
が
追
加

さ
れ
た
。
ア
プ
リ
で
あ
ら
か
じ

め
登
録
さ
れ
た
地
点
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
体
が
Ｌ
ア
ラ
ー

ト
を
通
じ
て
発
信
す
る
避
難
勧

告
な
ど
を
、
多
言
語
に
よ
る
プ

ッ
シ
ュ
型
で
通
知
す
る
と
い

う
。
外
国
人
に
こ
う
し
た
ア
プ

リ
が
あ
る
こ
と
を
周
知
徹
底
、

有
効
活
用
し
て
も
ら
う
の
が
肝

心
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
に
は
、
災
害
な

ど
が
発
生
し
た
時
、
外
国
人
に

も
分
か
る
よ
う
に
、
４
カ
国
語

で
表
示
さ
れ
る
「
多
言
語
表
示

観
光
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
」
が

設
置
さ
れ
た
と
い
う
。

　
災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
よ
る
「
国
土
強
靭

き
ょ
う
じ
ん

化
」
も

真
剣
に
検
討
す
べ
き
時
に
来
て

い
る
。
大
雨
に
よ
る
道
路
の
冠

水
や
堤
防
の
決
壊
に
よ
る
河
川

の
氾
濫
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸

断
な
ど
、
大
き
な
被
害
が
出
て

い
る
映
像
を
見
る
に
つ
け
、

「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
」
と
思
う
。

　
財
政
負
担
や
、
談
合
や
不
透

明
な
金
の
や
り
と
り
な
ど
公
共

工
事
に
対
す
る
不
信
感
も
分
か

る
が
、
災
害
に
強
い
国
土
づ
く

り
は
優
先
事
項
の
一
つ
と
い
え

よ
う
。
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
と
全

日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
の
大
手

航
空
２
社
が
２
０
２
０
年
４
月

か
ら
、
旅
行
会
社
に
向
け
た

「
個
人
包
括
旅
行
運
賃
（
新
Ｉ

Ｉ
Ｔ
運
賃
）
」
を
新
た
に
導
入

す
る
予
定
だ
。
こ
の
新
運
賃
の

ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
①
空
席
に

連
動
し
て
運
賃
額
が
変
動
す
る

②
発
券
期
限
が
短
い
（
予
約
日

＋
２
日
以
内
）
③
早
期
に
取
消

手
数
料
が
課
さ
れ
る
（
Ｊ
Ａ
Ｌ

は
３
３
０
日
前
、
Ａ
Ｎ
Ａ
３
５

が
５
日
前
）―
の
三
つ
で
あ
る
。

　
新
Ｉ
Ｉ
Ｔ
運
賃
の
導
入
を
受

け
て
、
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
）
と
全
国
旅
行
業
協
会

（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
）
は
、
各
会
員
旅

行
会
社
に
向
け
て
新
Ｉ
Ｉ
Ｔ
運

賃
に
対
応
し
た
旅
行
業
約
款

「
国
内
募
集
型
Ｉ
Ｉ
Ｔ
約
款
」

の
説
明
会
を

、
月
に
東
京
、

大
阪
、
沖
縄
で
開
催
し
た
。

　
旅
行
会
社
各
社
は
、
販
売
の

方
法
を
ど
う
変
え
て
い
く
の

か
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
「
商
品
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
化
が

加
速
し
、
価
格
固
定
型
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ベ
ー
ス
に
し
た
商

品
か
ら
、
随
時
ノ
ン
パ
ン
フ
商

品
へ
シ
フ
ト
化
を
行
う
。
販
売

手
法
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
お
客

さ
ま
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い

な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商

品
を
提
案
し
て
い
く
」と
話
す
。

　
現
行
の
個
人
向
け
国
内
線
包

括
旅
行
割
引
運
賃
（
Ｉ
Ｉ
Ｔ
運

賃
）
も
２
年
間
併
存
す
る
こ
と

も
あ
り
、
旅
行
会
社
の
多
く
は

新
Ｉ
Ｉ
Ｔ
運
賃
へ
の
対
応
が
あ

ま
り
進
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
。

Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
「
ま
だ
検
討
中
」
、
日

本
旅
行
も
「
現
時
点
で
決
定
し

て
い
る
の
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
価
格

変
動
型
の
商
品
を
展
開
す
る
方

向
で
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
け
」と
コ
メ
ン
ト
。東
武
ト
ッ

プ
ツ
ア
ー
ズ
も
「
基
幹
シ
ス
テ

ム
の
改
修
も
含
め
た
シ
ス
テ
ム

開
発
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
、

開
発
タ
イ
ミ
ン
グ
を
社
内
調
整

中
」
と
し
、
４
月
か
ら
の
対
応

は
難
し
い
と
い
う
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は

「
新
Ｉ
Ｉ
Ｔ
に
対
応
し
た
シ
ス

テ
ム
開
発
を
進
め
て
お
り
、
早

い
段
階
で
運
用
開
始
を
予
定
」

と
順
調
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
大
手
旅
行
会
社
で
は
、
新
Ｉ

Ｉ
Ｔ
運
賃
に
つ
い
て
「
お
客
さ

ま
に
と
っ
て
は
、
予
約
期
間
が

よ
り
長
期
間
可
能
と
な
り
、
利

便
性
が
高
ま
る
」
や
「
宿
泊
素

材
と
の
組
み
合
わ
せ
で
商
品
販

売
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
な
る
」
な

ど
と
プ
ラ
ス
の
見
方
が
あ
る
一

方
、
と
ま
ど
い
も
多
い
。「
店
頭

販
売
や
Ｗ
ｅ
ｂ
販
売
は
売
り
場

も
ル
ー
ル
も
大
き
く
変
わ
る
。

旅
行
会
社
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
は
見
つ
け
難
い
」
や
「
購
入

時
期
で
価
格
が
変
動
す
る
た

め
、
安
心
と
い
う
点
で
不
安
が

残
る
」と
い
っ
た
声
が
挙
が
る
。

　
受
託
販
売
会
社
へ
の
影
響
も

大
き
く
、
「
航
空
会
社
側
の
制

度
変
更
に
よ
り
、
膨
大
な
Ｉ
Ｔ

投
資
が
必
要
と
な
る
」
と
の
指

摘
も
あ
る
。

　
旅
行
会
社
が
販
売
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
う
ま
く
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
今
後
の
動

き
が
注
目
さ
れ
る
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
【
板
津
昌
義
】

　
７
月

日
か
ら
８
月
９
日
ま

で
、
待
望
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
五
輪
）
が
い
よ
い
よ
開
か

れ
る
。
冬
季
を
含
め
た
日
本
で

の
五
輪
開
催
は
１
９
９
８
年
の

長
野
以
来

年
ぶ
り
。
東
京
で

は

年
以
来

年
ぶ
り
に
な

る
。
日
本
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、

多
く
の
外
国
人
観
戦
客
が
東
京

と
、
そ
の
周
辺
を
訪
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

　
世
界
的
イ
ベ
ン
ト
の
集
客
力

は
、
昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
で
も
実
証

済
み
だ
。
日
本
政
府
観
光
局

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
発
表
に
よ
る

と
、
Ｗ
杯
が
開
幕
し
た
昨
年
９

月
の
訪
日
外
客
数
（
推
計
値
）

は
前
年
同
月
比
５
・
２
％
増
の

２
２
７
万
２
９
０
０
人
。
増
加

幅
は
決
し
て
大
き
く
な
い
が
、

こ
れ
は
日
韓
問
題
の
影
響
で
韓

国
か
ら
の
訪
日
が
同

・
１
％

減
と
大
き
く
減
少
し
た
た
め

で
、
Ｗ
杯
出
場
国
か
ら
の
訪
日

は
軒
並
み
ア
ッ
プ
し
た
。

　
細
か
く
見
る
と
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ

ェ
ー
ル
ズ
な
ど
を
合
わ
せ
た
英

国
が

・
４
％
増
、
ロ
シ
ア
が


・
０
％
増
、
フ
ラ
ン
ス
が


・
６
％
増
、
豪
州
が

・
４
％

増
な
ど
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た

欧
米
豪
全
体
は
数
に
し
て
単
月

で
お
よ
そ
７
万
７
千
人
増
え

た
。

　
今
年
は
政
府
が
目
標
と
す
る

訪
日
外
客
数
４
千
万
人
の
達
成

が
か
か
る
年
。
五
輪
が
そ
の
実

現
を
目
指
す
た
め
の
重
要
な
コ

ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
し
か
し
、
開
催
期
間

は
わ
ず
か

日
間
。
そ
の
後
の

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
合
わ
せ
て

も

日
間
の
み
だ
。
五
輪
は
あ

く
ま
で
も
ボ
ー
ナ
ス
チ
ャ
ン

ス
。
目
先
の
誘
客
よ
り
も
、
観

戦
客
に
将
来
の
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組

み
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
。

　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
最
新
の
統
計
で

は
、
昨
年
１
～

月
の
訪
日
外

客
数
は
前
年
同
期
比
３
・
１
％

増
の
２
６
９
１
万
４
４
０
０

人
。

、

月
の
訪
日
を
仮
に

１
～

月
と
同
じ
伸
び
に
し
た

場
合
、
年
計
で
お
よ
そ
３
２
１

５
万
人
。
前
年
の
数
字
（
３
１

１
９
万
人
）は
上
回
る
も
の
の
、

今
年
の
４
千
万
人
達
成
に
は
そ

こ
か
ら

・
４
％
増
、
人
数
ベ

ー
ス
で
７
８
５
万
人
増
と
、
か

な
り
大
き
な
伸
び
が
必
要
だ
。

し
か
し
過
去
の
実
績
か
ら
決
し

て
不
可
能
な
数
字
で
は
な
い
。

　
一
方
、
政
府
の
も
う
一
つ
の

主
要
目
標
、

年
の
外
客
に
よ

る
旅
行
消
費
額
８
兆
円
は
、
極

め
て
厳
し
い
状
況
だ
。
４
千
万

人
が
８
兆
円
を
消
費
し
た
場
合

の
１
人
当
た
り
消
費
額
は

万

円
。
統
計
が
あ
る
直
近
の

年

の
数
字
は

万
２
５
９
４
万
円

（
ク
ル
ー
ズ
客
を
除
く
統
計
）

で
、
こ
こ
か
ら
お
よ
そ
５
万
円

を
上
積
み
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
コ
ト
消
費
」
の
志
向
に
対
応

す
る
魅
力
あ
る
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
作
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

な
ど
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に

加
え
、
世
界
の
富
裕
層
や
、
長

期
滞
在
が
見
込
め
る
欧
米
な
ど

に
向
け
て
の
さ
ら
な
る
ア
ピ
ー

ル
が
必
要
だ
。
　
【
森
田
淳
】

　
２
０
２
０
年
は
、
宿
泊
業
に

お
け
る
外
国
人
材
の
活
用
が
本

格
化
し
そ
う
だ
。

年
４
月
に

創
設
さ
れ
た
在
留
資
格
「
特
定

技
能
」
は
、
制
度
の
周
知
、
技

能
測
定
試
験
の
合
格
者
数
の
増

加
に
伴
っ
て
雇
用
、
就
労
の
拡

大
が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
宿

泊
業
団
体
は
、
技
能
実
習
制
度

に
基
づ
く
「
技
能
実
習
２
号
」

の
対
象
職
種
に
宿
泊
業
を
追
加

す
る
手
続
き
を
進
め
て
お
り
、

国
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、

年

度
に
も
活
用
が
始
ま
る
。

　
「
特
定
技
能
１
号
」
は
最
長

５
年
の
在
留
が
可
能
で
、
一
定

の
日
本
語
能
力
と
宿
泊
業
技
能

測
定
試
験
の
合
格
が
要
件
。
こ

れ
ま
で
の
宿
泊
業
技
能
測
定
試

験
の
合
格
者
数
は
、
国
内
と
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
試
験
の
合
計
で
７

２
８
人
。
今
後
も
国
内
外
で
試

験
が
実
施
さ
れ
る
。
採
用
活
動

や
生
活
支
援
、費
用
負
担
な
ど
、

新
制
度
へ
の
様
子
見
も
あ
り
、

出
足
は
鈍
い
が
、
観
光
庁
は
全

国
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
な
ど
活

用
を
促
進
し
て
い
る
。

　
一
方
の
技
能
実
習
制
度
は
国

際
貢
献
な
ど
が
趣
旨
で
、
人
手

不
足
対
策
を
掲
げ
た
特
定
技
能

制
度
と
は
目
的
、
仕
組
み
な
ど

が
異
な
る
が
、
制
度
的
に
は
長

年
の
運
用
実
績
が
あ
る
。
技
能

実
習
２
号
は
、
在
留
期
間
が
１

号
を
含
め
て
通
算
３
年
。
宿
泊

業
団
体
で
は
、
宿
泊
業
の
対
象

職
種
化
を
目
指
し
、
国
と
詰
め

の
手
続
き
に
入
っ
て
い
る
。

　
既
存
の
在
留
資
格
「
技
術
・

人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
な
ど

に
よ
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
へ
の
就

労
も
増
加
。
留
学
生
な
ど
が
旅

館
・
ホ
テ
ル
に
就
職
す
る
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
る
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
者
の
外

国
人
材
に
関
す
る
方
針
は
さ
ま

ざ
ま
だ
が
、
全
体
的
に
は
雇
用

に
前
向
き
な
業
種
だ
。
日
本
政

策
金
融
公
庫
の
調
査
（

年


月
発
表
）
に
よ
る
と
、
旅
館
・

ホ
テ
ル
は
、
非
正
社
員
を
含
め

て
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
企

業
の
割
合
が

・
０
％
、
雇
用

に
関
心
が
あ
る
割
合
が

・
３

％
。
飲
食
業
の
そ
れ
ぞ
れ

・

３
％
、

・
６
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
外
国
人
材

に
関
心
を
持
つ
理
由
は
、
地
方

部
を
中
心
と
し
て
日
本
人
の
人

材
が
確
保
し
に
く
い
と
い
っ
た

人
手
不
足
の
問
題
が
大
き
い
。

他
方
で
政
府
が
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
６
千
万
人
の
目
標
を
掲

げ
る
中
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
集

客
に
外
国
人
材
を
活
用
し
た
い

と
い
う
施
設
は
少
な
く
な
い
。

　
外
国
人
が
日
本
で
就
労
を
希

望
す
る
背
景
に
は
経
済
的
な
目

的
も
あ
り
、
ま
た
、
国
内
で
は

移
民
に
関
わ
る
問
題
に
慎
重
な

意
見
も
多
い
が
、
訪
日
６
千
万

人
の
実
現
は
、
そ
の
消
費
が
地

域
を
潤
す
だ
け
で
な
く
、
国
が

今
以
上
に
開
か
れ
る
と
い
う
側

面
が
あ
る
。
観
光
先
進
国
と
な

れ
ば
、
日
本
の
宿
泊
産
業
で
働

き
た
い
外
国
人
も
増
え
る
だ
ろ

う
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
外
国
人

に
も
、
日
本
人
に
も
働
き
た
い

業
種
と
し
て
選
ば
れ
る
よ
う
産

業
の
振
興
、
個
々
の
経
営
向
上

を
図
る
べ
き
だ
。　【
向
野
悟
】

　
令
和
２
年
目
と
な
る
２
０
２
０
年
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
は
７
月
か
ら

の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
観
光
業
界
の
明
る
い
話
題
と
な
り

そ
う
だ
。
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
、

年
の
業
界
は
ど
う
な
る

か
、
記
者
の
独
断
と
偏
見
で
予
測
し
て
み
た
。


